	A.O.M
	S.G.M

	
	


東病棟カンファレンス記録

平成20年　10月　4日（土）　　　　　　司会　高橋　正臣　記録　池田　真希子　　

	東
	阿部
	山田

（司）
	松橋
	西山
	松尾
	谷川
	滝田
	小泉

（え）
	上野

	○
	深
	準
	休
	休
	早退
	○
	休
	産休
	産休

	高橋

（則）
	橘
	小笠原
	高橋

（正）
	小杉
	佐々木
	久保
	工藤
	中村
	田口

	準
	休
	年
	○
	深
	休
	A留守
	○
	○
	○

	上口
	三上


	竹内

（幸）
	池田
	松川
	赤坂
	鈴木
	半澤
	荒木田
	長濱

	年
	欠
	病欠
	○
	○
	準
	入浴
	休
	深
	○

	田端
	山田

（真）
	竹内

（一）
	沼山
	番場
	小泉

（真）
	大井
	寺澤
	
	

	休
	C留守
	○
	○
	休
	休
	休
	休
	
	


＜連絡事項＞

· 来週の歯科は10/10（金）→　10/8 (水)へと変更となります。
· 病棟のテンキーが開いていることあり。ドア開閉時、施錠確認を必ずお願いします。

· 10/22～24が夜勤者対象の健診があります。各スタッフ実施日を振り分けていますので、各自確認し受けて下さい。

· 先日上半期の委員会報告がありました。夜勤や公休で出席できない場合もありますが、出来る限り委員会へは出席するようにして下さい。前もって出席出来ないことが分かっている時は、欠席の連絡をしておく、伝達事項を連絡しておく等対処していきましょう。

· 病棟夜勤アルバイトの三上友美NSが10/15で退職となります。竹内幸子NSは現在入院中、復帰は未定です。

· 大井広美NS、寺澤浩子NSは10/13（月）でローテ研修終了し、翌14日より病棟へ入る予定です。

· 来週救急当番日となっている為、来週初めには空きベッドの調整を行っていきます。

· 上野ゆかりNSの出産祝いを1人150円で集めます。来週11日までに東SGM、阿部JGMまでお願いします。

＜患者様連絡事項＞

· 高橋　幸雄様～本日9:00～明日14:00まで外泊となります。

· 蝦夷森　重男様～12号室→16号室へ移動となっています。

· 佐々木　康子様～8号室→12号室へ移動となっています。

＜措置入院ケース検討＞

· 川村　和則様～周囲の影響を受けることなく、自分のペースで過ごすこと出来ている。

一時的に怒り口調となることはあるがすぐに落ち着き、突発的な行動も無く安定している。

現在隔離室入室患者様の標的となり、暴言はかれることもあるが、退室中にトラブルとなることなく経過している。言動等注意し、他者とのトラブルの無いよう観察していきましょう。

以前脳梗塞の疑いあり、血圧高値や口角下垂、歩行時の爬行があった方です。現在前記述のような症状は見られませんが、引き続き身体面の観察も行っていきましょう。

· 安達　貴浩様～現在措置解除へ向けて動いています。解除が決定し次第、御家族と面

談を行っていくとのこと。本人措置解除を気にする発言あり、スタッフへ尋ねてくることがありますが、曖昧な返答をすることで本人落ち着かなくなる経緯があります。本人へは現在の状況や予定を伝えずに経過を観ていきましょう。

· 佐々木　尚子様～措置解除が出来なくなったことで、目に見えた生活面への影響は無

く、母様へ対し一方的な要求をしなくなり、口調も柔らかくなったとのこと。

普段の様子は、同室者への不満等、小さなことでも切羽詰ったように訴えてくることは続いている。コミュニケーションの未熟さから、自分を見て欲しいという気持ちの表れで誰かをターゲットとして訴えてくる所がある様子。

特定男性患者様が女子部屋へ入っていくことがあると夜勤勤務スタッフより情報あり。他室侵入はいけないことを伝え、その都度介入していきましょう。

現在体重は40～41kgをキープ。出来ていることは評価として本人へ返していきましょう。

＜意見箱内容の事例、意見交換＞

『「秋祭りであなたは措置入院だから行けません」と大きな声で言われた。』

　　～日頃から患者様への声掛けがどのように行なわれているのか～

患者様への接し方について意見交換しています。

· 感情的にならないように気を付けている。

· 声のトーンに気を付けるだけではなく、（外に出られない）理由をどのように説明するのかによって相手の感じ方も違うと思う。

· 前もって外に出られないことを伝えていれば解釈も違ったのでは？無かった反応ではないか？スタッフ側と受ける側の取り方は違う。

· ○○はできないが、○○は出来ると伝えておけば良かったと思う。

· 外出メンバーを調整した上で、対象患者様の出来る所をどこまでコメントしてあげられるかが重要。

· 時と場合によるが、周囲をよく見て分かったうえで患者様側の立場に立って話すべきだったのではないか。

· その人個人のケースをスタッフ自身が理解しておくことが重要。

· 秋祭りの時期は、措置解除について本人のなかで揺れていた時期であり、そこを理解せずにスタッフ側の業務としての対応は良くなかったと思う。













